
島根大学教育学部紀要（自然科学）第27巻 1頁～11頁 平成5年12月

両生類の核型進化I． アシナシイモリ目

（無足類， Order　Gymnophiona）

瀬　戸　武　司＊

Takesi　SET0

Karyoevolut1on1n　Amph1b1a　I　Gymnoph1ona

　　　　　　　　　　（A　Review）

Abstract：The　present　report　emphasizes　the　d－ivergence　of　karyo1ogica1patterns　in

Gymnoph1ona，espec1a11y　Typh1onect1dae　of　the　most　advanced　fam11y　on　the　one　hand

and　Ichthyoph11dae　that1s　rθcogn1zed　as　a　pr1m1t1ve　fam1ユy　on　the　other　Th1s　dユst1nct

d1fferences　bθtween　the　karyotypes　of　the　d－er1ved　type1；c肋伽oρん乙80沌んoρZ乙cα肋8and

advanced　type　C肋んo几θゆ説oπ肌d乙8乙肌c乙α肌are　the　ex1stence　of　m1crochromosomes

which　reflects　a　variation　in　chromosome　numbers　and　NF．（Fundamental　Number，i．e．

number　of　chromosome　arms）Morpho1og1ca1d1vergence　and　var1ety　of　l1fe　h1story1n

Gymnoph1ona　general1y　reflect　on　the　karyo1og1cal　var1at1on1n　the1r　respect1ve　fam11y

はじめに

　現生の両生類はアシナシイモリ目（無足類，

Gymnophlona），サンソヨウウオ目（有尾類，Caudata）

およびカエル目（無尾類，Anura）の3目（Order）に

分けられる。

　アシナシイモリ類は熱帯および亜熱帯地方に分布し、

湿地の地中や少数ではあるが水中に隠れ棲む両生類で、

四肢をもたず、体表は滑らかで環帯がみられ細長い円筒

状の体形をしている（図1A）。1758年、この種類を最

初に記載したリンネは、現在も用いられるCaeciliaの

名を与えているが、ミミズの仲間として無脊椎動物に位

置っけている。それほとミミスに類似した両生類である。

　アシナシイモリ目は、外部形態（触手の位置、体節に

みられる環帯の数と配列、尾の有無）や繁殖方法、皮下

の鱗の有無、などの形質を標徴として分類されている。

硬い頭骨をもち、地中にもぐり込む速さは有尾類の比で

はなくすこぷる早い。またミミズなどを捕食するときの

敏捷さから到底、眼が退化しているとは思えないほどで、

感覚器官としての触手の発達の程度を推測することがで

きる。

　通常は人目につくことはなく、不明な点が多い両生類

であるが、その分類についても当初は1目1科という大

まかな分けかたしかなされていなかった。しかしTaylor

（1968）が広範な形態学的研究により4科48属約180種に

分類し体系化した。その後の研究により5科34属163種

（Wake1985）、あるいは6科34属154種（Nussbaum

1991）の報告が出され、現在のところ6科34属約170種

程度（松井1993）とされている。今後研究が進むにっ

れ更に新たな種が加わることは疑いなく、現在不明な稀

少種の諸特徴が判明するに従い分類体系も確かなものに

なるであろう。

　現存する両生類の種数のおよそ90％はカエルである。

そのうち約半数の種について染色体分析がおこなわれて
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Fig．1A．∫c加んツoρん乙sgZ眈乙犯08αsfromSr1Lanka，1B．Alateralviewofheadandneckof
　　　　　　who1e！ength　was38cm．

いると推定されるが、そのほとんどがカエル目を対象と

した研究で、他の2目では研究報告が少ない。

　ことにアシナシイモリ目は熱帯地方にのみ生息し、土

中や水中に隠棲して夜行性のため極めて稀にしかみるこ

とのできない動物であるため、容易に材料が採取できな

いことからその系統学や生態学的な知見はもとより、細

胞遺伝学的な研究報告は他の両生類に比べて極端に少な

い。しかしながら両生類の核型を総覧するためには欠く

ことのできない動物群であり、かっわが国においてはこ

の両生類を取り上げた文献は乏しいので、これまでに報

告されたアシナシイモリ目の染色体研究をまとめ総説す

ることとした。

　1．染色体研究の歴史

　動植物の染色体を調べることは、生物の長い進化の道

筋をさぐる手段としても役立っている。また生物種固有

の紋章である核型は一生変わらず、また何代世代をくり

かえしても変化しないことから、核型でもって近縁な生

物の類縁関係を推測することができる。

　細胞の核には遺伝物質が蓄えられているが、細胞が増

殖するにあたってそれらは正確に複製されたのち、染色

体という引っ越し荷物に梱包され、細胞分裂にあたって

次代の細胞に高度の正確さで遺伝物質（染色体）を均等

配分することになる。この染色体の均等配分の正確さに

より生物種は核型の一定性を厳密に保持してゆくのであ

る。

　一個の体細胞核に含まれる染色体組（2n）は細胞分

裂の中期に観察できる数と形によって核型Karyotype

としてとらえられる。染色体の形は核型を構成する各染

色体の相対的な長さと動原体の位置Centromere

Index（CI）により決められ、次の4タイプに分けられ

る（CI＝短腕長／染色体全長）。

　　　∫cん亡んγoρん三s　gZα虹πosα8，　i！1ustrating　the

　　　posit1ons　of　the　eye　　（E），　tentacular
　　　aperture（T）and　externa1naris（N）．

　M型：（Metacentric）中部動原体染色体

　　　　　CI＝0．39～0．50

　SM型：（Submetacentric）次中部動原体染色体

　　　　　CI：0．26～0．38

　ST型：（Subtelocentric）次端部動原体染色体

　　　　　CI＝0．13～0．25

　丁型：（Telocentric）末端動原体染色体

　　　　　CI＝0．00～0．12

　アシナシイモリの染色体研究については、カエル類の

研究報告に比べて質・量ともに甚だしく乏しいのは、①

材料として必要な生きた個体がなかなか得られないこと、

②長期にわたる飼育が容易でないこと、③カエルのよう

に骨髄、血液の細胞を培養して、季節にかかわらず簡単

に分裂細胞を得ることは困難だからである。加えて安定

した染色体標本作成技法がまだ確立されていないため明

確な核型分析に至った例は10種余りしかないのが現状で

ある。

　アシナシイモリの染色体を最初に観察したのはインド

のSeshachar（1937）で、アシナシイモリ属の
∫C肋伽oρ〃8gZα左杭08α8（のち五6θ〃o肌θ乞である

ことが判明。表2参照）を材料とする研究であった。当

時の染色体観察にはフォルマリン等の薬晶で固定した精

巣をパラフィンに包埋して、ミクロトームで数ミクロン

の厚さの切片にした精巣組織の標本を用いた。この固定一

切片法による標本から分裂中期の精原細胞を観察するの

であるが、熟達した研究者であったとしても染色体数の

確認はできるものの、個々の染色体形態の明確な区別は

困難であった（図2）。

　1963年にElayidomらがケララアシナシイモリ

σrαθo奴p〃鵬肌θηoπ三の精巣や幼体の肝臓組織を押

しつぶし標本によって観察しているが、良好な染色体像

を得るには技法はまだ十分ではなかった。1970年代以降

の研究は腸上皮細胞や精原細胞の押しっぷし標本、血液
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~~i~-~=~,~{~'~~~iCJ~ ~(~~{;~: tL/",_~~~c (Seto and 

Nussbaum 1978) ecJ~ .~~ J~ ~ ~~ 

~~'f~;~~tL~ J; ~ Ict~" . t*･-. ~1~E~ - ~ ~~~J;~~･~i~'.*"'c~~; 

~f~~ UL~~~~~~ U~J~ 

~1c~~

~~~~~ U t,_･-~~Ji~!~~~H~~)~ U 1) ~~ L ~~~~ ;~ ~ . 

~f~~;~~It~",~~ 7 4 y~J;t~~Ic ~1~ ;~~:=~i~~i~~

~~~~~*,~~~~~~~Ji(D * ~ i~~~I~;~~~~ ~~~. c' cD~~~:ec J; . 

~~ ~ ~~ 7~:i~~~'-'-"-~~: tL~L~t~" ~~~: ~~~+. ~~ t･-,_~~~~~H~Ji 

~~~~H~!~)~1 U 1) ~~ U ~:ec J~ ~ ~~{~~~~~~~:~~(~~~~~(~) C~I iC 

i~. ~~~)f-･~~~-'-'.~~'[~~~i~~~ J~ ~ t~"~1~1~~~~::~~~: U~~+ ~ ~ 

~) ~~~~. ~~: ~iC~i:~1~. ~~H~!~~:f~~~~~~cD~f*5tt~:~~~ 

~: ~~~t*･･~

~~¥~~fi~. ~ ~:)v~~~ I~7~f~~ecff~)tL ~ J~ ~ Ic f~- _ /*'-~~ 

(Schmid 1980). 7~l~h~/4 ~ 'J ~~~i~ f~~t~-'~:tL 

~~~~f. ~

~~~E~;~ ~ ec~~ ~ tL~~+ ;~ 7 ~/ ~h ~/ 4 ~ ') ~~: 6 ~

170~:~) ~ ~~'~t~Lf~{~:~:~~~~ C t~~~)tLC ~~ ~ cD I~ 4 ~

~;21~ (13.6~6) ec~~:~~~~~ 77 'J ;~7~/~h~/4 ~ 'J ~

Scolecomorphidae ~~ ~r 7 ~/ ~h ~/ 4 ~ 'J ~

Rhinatrematidae ~ i~ ~!~ f~~f*~~~~~ 

~'. ~!~t.-,_~~"*2i~ec~~ift,_･･~-･･･~-^FB~C~)4J~~. B~~~t~L"i~~~:~~*~~ 

~>~ ~ ~~~ ~~f7L*(~~: ~ ecj'J+t~" 

~)i~ * (Z) 1) ~ cl)~~~~~~cD~~~~~~~ ~. ~~･ ~ C cl)~*~~~EI~~c~ 

2. 7~:h~4~[J~*4a)~:b~f~~~:~~~;I~~! 

f ~/ ~h ~/ 4 ~ ij CD 6 ~

~,_~~~~E7~:~~:~ ~~~~:~~~~> ~~C~:~~~4~~~: (Primitive 

form) ~~:~4~~! (Advanced form) iC~~~IJ ~: tL ;~ 

(Nussbaum 1991). ~~~T~tL~tLa)~*4c~~~~~~~,~~ ~: ~) 

~

~:~;~¥4~Z~: (~:~:~~~:) ~)tf)~-7'~ UC7~~(Z) 3 ~*4~~~5 

e f ~ tL ~ . 

(1) ;~ 7 y~ ~/4 ~ ') ~*4 Rhinatrematidae 

~if )( ') )~~~~~ec~)~j~:.~~:*.~;~~~･jJ+1:~~. Jf~~_~-~~~ 

~1~:~~!-'*'U. B~~~t~-~~~;~~. ~~~~=~I (~~~~~cD=F~I~>~~~ 

~:~~: tL~U~~~~;~~~~ ~ . ~~E~~~~ 6D~ ~~f{~~l~lcz~ ~ t~" 

~i~ ~:~~~lt~-~~~~~f~~:L~CL~;~. 

;~ 7 y~h ~/4 ~ 'J ~~1~ RhiT~atrema vibittatum 

~) I ~~~ I ~~ C t~~l~ ~ec~~~:~; ~Lt*.-~) i~lO~~If~~~; ~~~ 

7~l~h~14~IJ~ 

Fig.2. An early work of chromosomesin spermatogonia 
of lchthyophis beddomei, as observed with the 
paraffin-sectioned preparation of testis. This 
figure originally drawn by B. R. Seshacher 
(1937) . 

~~~~~. :1 7~ ~7 ~/~h ~/ 4 ~ IJ ~~ Epicri07zops 

I~ 8 ~:~~~D ~ tL~~+ ~ ~~. ~;~ /t~ -'*' 

t~-~~I/~ U~>~~ ~:~: ~L~~'~~. ~'~~t~;f~~l:~~]~l~~~~tLc~)~~~~ ~~ 

tL~ ~ + t~" ~ '. 

(2) ~~ )( 7 ~/~h ~/4 ~ IJ ~

~i~:7S;7 (4 y ~. ;~IJ ~yjl. ~ ~ y7-). 
4J~I~:~~i~~~f~1~. ~74~ )~ y.~l~'~;~. ~;~~. rf* h 

~hA. 74 IJ ,y ~/. 7~-~/7~ii~; (1~;~-1/;~,'~.~ 

~~i~~) iC~~.~:*. U~L~~. ~l~~~Jil~;~7 ~/~h ~/4 ~ Ij ~c 

4~~~L~~~~~ CtLJ~ ~~~4~ U f*"~."~~~~ ~ ~ ~ ~tL;~~~ 

~~~;~~~;j~~7~~. =7~~J~~~~:jC~~¥(,j ~tL~~~;~. ~~f~f~~~[Il~1~1~ 

;~ 7 ~/~h ~/ 4 ~ IJ ~

f*~lc~~ ;~ ~)~~C cO tf)~- y~)~~f~~~~~~ ;~ (~~I I b). 

~ )~ ;~ 7 ~/ ~h ~/ 4 ~ TJ ~~ Caudacaecilia e~ 5 

~~~･ ~ t~- ;~ ~~. ~r CD ~~~f ~~ ~~~~'~~~~;f~~j!~:f~ ~: ~L~~ ~t~~ 

~~. ;~ j~ 7 ~/~h ~/4 ~ IJ ~~, Ichthyophis e~31~:~~~O 

~ tL~ ~ + ;~ ~~~r ~) ~ ~ 4 ~~:~~l~'~!!~~¥~~~: tL f",_. 

(3) ~r ~ ~ f ~/~h ~/4 ~ Tj ~

4 :/ ~~~~1~cl)~l~~?ec~~･~~:~~~:tL~~+~. ;~7 ~l 

~h ~/4 ~ IJ ~~F~: ~: ~ 7 ~/~h ~/4 ~ IJ~*4cDc~lf*~~~!~>. C 

tL~J~ ~~~,4~~~l~>~ ~~~'--.-~~)~~;~ ~: C;~~~5;~. ~~~)~

l~~r ~ ~ 7 ~/~h ~/4 ~ IJ ~~ Uraeotyphlus (Z) I ~:cD 

~~~ 4~:~~-･"~'=~~~~~:tL~~~~~~. ~~ 2~:ecl)~+~~~'~t 

~lf~~~~~jf~-~: tL~V~ ~. I ~~~l~~~~~~;~~It~"~~~eCJ~ ~ ~ 

(Z)~~'~~~~Lf~~:~ U~･B~ ~ ~･ec f~" . C ~~ t~~ ~+. U. 

mer~orbi ( 2 n = 36; Elayidom et al. 1963) cDI~~' 

~~:~･ ~ i~~~l f*~~~! ~: ~ ;~ ~)~~~= ~i~z~ ~ ~:~!*~~)tL ~. 
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　分化型（発達型）とみなされるグループには次の3

科があげられる。

（4）アフリカアソナソイモリ科Scolecomorph1dae

　2属からなりアフリカァシナシイモリ属ScoZεco一

肌0㎎肋8は東赤道アフリカ（タンザニア、マラウィ、

ケニァ）に3種が生息するのが知られている。ある種

は卵胎生である。0ro亡αρんα肋肌α属は2種しか発

見されていず、その生殖方法もいまなお不明である。

西赤道アフリカ（カメルーン）に限って発見されたが、

これまでに得られた個体数は6個体程度にしかすぎな

い。この科の個体には皮下の鱗は少数の痕跡的なもの

をもっか、または全くなく二次嚢もない。眼は痕跡的

であり触手の開口部は鼻孔の下、吻の上部にみられる。

このように祖先型と発達型の両方の形質を備えており、

その系統分類的な位置づけは確定されていないので興

味深いグループであるが染色体研究は全くなされてい

ない。

（5）アシナシイモリ科Caeciliidae

　23属88種を数える最も大きなグループであり、二っ

の亜科一アシナシイモリ亜科とハダカアシナシイモリ

亜科一に分けられている。属間の関係はほとんど知ら

れていない。頭部骨格の特徴により分類されている。

発達型の特徴として尾が無く、三次嚢（環帯）を欠き、

皮下の鱗を有するものとないものがある。生殖方法に

ついても科内で変異があり、卵生と胎生の両方タイプ

が知られている。

　この科の分布も広く、中南米の熱帯地方、東・西赤

道アフリカ、ギニア湾諸島、セイシェル群島、インド

などでの棲息が確認されており、染色体研究もこれま

でに10属15種にっいて行われた。核型が明らかにされ

ているのは東・西赤道アフリカ産各1種、インド産1

種、中米産2種、南米産2種、セイシェル群島の6種

を数える。同一地域の各種は類似の核型を示すのが注

目すべき結果である。

（6）　ミズアシナシイモリ科Typh！onectidae

　南アメリカのみにしか発見されていない。アシナシ

イモリ科の頭骨とほぼ類似の形態・構造をしているこ

とから以前は同一の科として扱われていた。アシナシ

イモリ科よりも進化したグループとされる幾っかの特

徴をもっている。例えば小さな触手をもち、比較的大

きな排出腔盤をもっが環帯の二次嚢も三次嚢もみられ

ない。

　4属からなり一般的には水生のグループとみられて

いるが、この科の全ての種がそうであるとはいえず、

ミズアシナシイモリ属τW〃oπθ肋sの3種と、カ

ワアシナシイモリ属Po左omoりρん〃8は1種のみが
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水中で生活するグループである。他の2属、キュウバ

ンアシナシイモリ属C肋んoπθ㎎θ広oπ（6種）とオヨ

ギアシナシイモリ属ルCむoCαθC〃α（1種）は捕獲

される場所は水中ではなく湿った土の中であり、幼生

の時のみ水中生活をする半水棲か陸棲であるのが特歓

である。

　キュウバンアシナシイモリC肋んoπθηρθむoπ

杭挑加C伽肌の核型はアシナシイモリ科では最小の

染色体数からなり、遺伝子型からももっとも進化した

種であることが知られる。

3．アシナシイモリ類の染色体数と核型

　第2表はアシナシイモリ類の現在までの染色体研究を

総覧したものである。ただしWake　and　Case（1975）

が報告した種のうち明らかに不確実な結果と見なされる

ものは除外した。

　アシナシイモリ目で染色体数が最も多いのはヌメアシ

ナソイモリ科Ichthyoph11daeで、観察された4種は

いずれも2n＝42である。一方最少の染色体数を有す

るのは、外部形態や生活史からみて最も進化したグルー

プであるミズアシナシイモリ科Typhlonectidaeのキュ

ウバンアシナシイモリC肋んoπθηρ説oπ加ゐ曲肌勉肌

で2n；20である。これら未分化型と進化型の両科が

示す染色体数（42～20）の範囲内にある各グループの間

で染色体数がどう違っているかをみてみよう。

　最多の種数からなるアシナシイモリ科Caeciliidae

では、10属13種について染色体観察がなされているが、

2n＝24から38の変異がある。自然倍数体を除いて属

間でこれだけの染色体数の変異がみられるのは珍しく、

有尾類や無尾類では僅かな例があるにすぎない。

　興味深いことに、アシナシイモリ科では、セイシェル

産でみられるように（Nussbaum　and　Ducey1988）

属や種が異なっても生息地域が同じものはほぼ同一の染

色体数を示しており核型もよく類似していることである。

また同じ染色体数であっても、中米産のハダカァシナシ

イモリ1⊃θグ肌oρ加8肌θ北乏cαπα8やチュウベイアシナ

シイモリGツ肌几oが8肌ακφZ乏cα亡α（2n＝26）とセー

シェル産のセーシェルアシナシイモリ属G1・α〃三soπ乞α

の核型を比較すると明瞭な違いが認められる。中米産の

種では核型を構成する染色体の長さが最大のものから最

小のものまで徐々に大きさを減じているのに対して、セー

シェルアシナシイモリの各種では大型4対と中型8対お

よび微小染色体1対という大きさに明確な違いのある三

群の染色体から構成されている点である。

武　司 7

　インド南部地方のみに棲息するケララァシナシイモリ

科の2種は未分化型のヌメアシナシイモリ科と発達型の

アシナシイモリ科の中間に位置するが、染色体数に関し

ても2n：36で中間型を示す。

　現在記載されているアシナシイモリ目約170種のうち

稀少種であるオアシナシイモリ類やアフリカアシナシイ

モリ類は外部形態や骨格、生活史からみてもっとも未発

達な祖先型のグループとみなされている（Nussbaum

1985．1989）。当然、核型進化の上からも興味深いグルー

プであるにもかかわらず、ほとんど捕獲されることがな

く染色体研究はまだ一件もなされていないのは残念なこ

とである。

　第2表に示したように染色体研究がなされた4科のう

ち、比較できるほど明確に核型分析された種は極めて少

なく、ヌメァシナシイモリ科ではヌメァシナシイモリ

∫c肋伽oρ”80材んoψcα勉8（スリランカ産；Seto

and　Nussbaum1976）、アシナシイモリ科ではトラア

シナシイモリGθo卵p娩8sθrαρ加加（西アフリカ産

；Stingo1974）、セーシェルアシナシイモリ
Grαπホ80がαα伽閉απ8などセイシェル群島産の4

種（NussbaumandDucey1988）、南米コロンビァ
産の0αθαZzαo㏄肋1伽Z乙8（Barr1o　and　R1na1d1－

Ch1er11970）があり、そしてミスアソナソイモリ科で

はキュウバンアシナシイモリ　C肋んoπθ1刃θ左oπ

加批8ご加c伽肌（南米ブエノスアイレス産；Barrio　et

a1．1971）の1種が挙げられる。以下これらの代表的な

研究結果からアシナシイモリ類の核型を概観し各科の特

徴を示したい。

　ヌメァシナシイモリ科では核型分析されているの・は3

種あるが、いずれも2n＝42で核型を構成する染色体の

形態もほぼ同じである。すなわち10対の大型と中型の

MまたはSM型と11対の丁型の微小染色体からなる

（図3，4）。ただし五gZ〃几08鵬には2対の他種と

は形態の異なる染色体がふくまれるとの報告
（Nussbaum　and　Trelsman1981）があるが、発表

された分裂中期核板をみると断定できるほど鮮明ではな

く、これら3種はおおむね同一の核型をしているとみて

よいであろう。

　ケララァシナシイモリ科は2種が観察されており、と

もにインド産で2n＝36と染色体数が少なくなっている。

好例のσrαθoオ〃〃蝸肌θπo几乞（Elayidom　et　a1．

1963）の核型では18対の相同染色体のうち、丁型の微小

染色体は7対に減じ、中型の両腕型（MまたはSM型）

が1対増加している。おそらく2対の単腕型（丁型）微

小染色体の動原体融合Centric　fusionによるものと
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TABLE

．両生類の核型進化　I． アシナシイモリ目

2．Chro皿osome　Studies　of　the　Order　Gymnophiona　to　Date．

Species Habitat　　　　　2n
　　　INVESTIGATORS
materia1s　and　methods

lchthyophiidae　ヌメアシナシイモリ科

∫C加伽0ρんオS6θ〃0肌θ乏・

∫C肋伽0ρ肋8gZ〃π0Sα8

∫C肋伽0功乞801肋0ψCα眺

∫C肋伽0ρん三8ん0肋α0θ几8乞8

Ind1a　　　　　　　42

Sr1Lanka　　　　42

Sr1Lanka　　　　42

Thai1and　　　　　42

Uraeotyphl1dae　ゲラヲアシナシイモリ科
σグαθ0乏ツ＝ρんZαsπαグαツαπオ　　　　　　　　　　　　Ind1a　　　　　　　　　36

σrαθ0奴ρ〃眺肌θπ0π乞

Caeciliidae　アニチシイモリ科

Gθo亡1W肋88θグα＝ρ加π1

Gθo卿P娩88θグαρん〃

λ介0CαθC棚α之α肋πα

G昭θπθoρん乏8cαm08閉

0αθc〃ゴα　occ乞∂θη尤αZ乞8

0αθo〃オα　occ乏dθπごαZ68

Gツ肌πoが8肌α肋ρ肋ωα

Grαπ曲80π乞αακθmαπ8

Grαπd三80π乞α　6rθび68

G；rαη．d三80π乞α　Zαグびαむα

Grαπd乏80π乞α8θcんθ”θπ8乞s

的POgθ0p加8r08炉α伽8

Pグα8Zオπ1αcoopθ汽

8肋㎝0p8ρα〃Zθπ868

1）θrmoρん三8肌θ伽απα8

Typhlonectidae　ミズアシナシイモリ科

0加んoπθr1ρ助㎝杭挑加伽肌

τツP〃0πθ肋8πωα閉・・

India．　　　　　　　　36

West　Africa　　38

Ghana　　　　　　38
　　　　　　　　　　　　　（32－38）

East　Africa　　　34

India　　　　　　　30

Co1ombia　　　24

Co1ombia　　　22
　　　　　　　　　　　　　（21－24）

Centra1　　　　　24／26

　Amer1ca
Seychel1es　　　　　26

Seychel1es　　　　　26

Seychel1es　　　　　26

Seyche11es　　　　　26

Seyche11es　　　　　26

Seyche11es　　　　　26

Argent1na　　　　24

Centra1　　　　　　26

　America

Argentiana　　　20

South　　　　　　28
　A二merica

SESHACHAR（1937）
teStiS，SeCtiOne（1

NUSSBAUM＆TREISMAN（1981）
intestine，squashed

SETO＆NUSSBAUl〉I（1976）
b！ood，cu1ture1n　v1tro

NUSSBAUM＆TREISMAN（1981）
intestine，squashed

SESHACHAR（1939）
testis，sectioned－

ELAYIDOM　et　a1．（1963）

testis＆1iver，squashed

STINGO（1974）

testis＆intestine，squashed

WAKE＆CASE（1975）
1ntest1ne，ce11spreads

NUSSBAUM＆DUCEY（1988）
intestine，squashed

SESHACHAR（1944）
teStiS，SeCtiOned
BARRIO＆RINALDI－CHIERI（1970）
b1ood，cu1ture　in　vitro

WAKE＆CASE（1975）
1ntest1ne，ce11spreads
WAKE＆CASE（1975）
intestine，ceu　spreads

NUSSBAUM＆DUCEY（1988）
intestine，squashed

NUSSBAUM＆DUCEY（1988）
1ntest1ne，squashed

NUSSBAUM＆DUCEY（1988）
intestine，squashed－

NUSSBAUM＆DUCEY（1988）
1ntest1ne，squashed

NUSSBAUM＆DUCEY（1988）
intestine，squashed

NUSSBAUM＆DUCEY（1988）
1ntest1ne，squashed

BARR工O＆RINALDI－CHIERI（1972）
b1ood，cu1ture　in　vitro

WAKE＆CASE（1975）
1ntest1ne，ceu　spreads

BARRIO　et　a1．（1971）

b1ood，cu1ture　in　vitro
Wake　et　a1．（1980）

intestine，ce11spreads

＊　See　taxonom1c　notes　m　Seto　and　Nussbaum（1976）
＊＊Nussbaum　and　Ducey（1988）gave　reasons　to　be11eve　the　data　of　Wake　et　a1（1980）are　based　on　spec1mens　not　of
　　　r　co肌ρ7θs8肥ααdαbut　of　1「　παさαπs
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推察される。すなわち、2個の単腕型が動原体部位で融

合し、1個の両腕型を形成して染色体数を減らす

Robertsonian　translocationが起こったとの見方で

ある。また微小染色体が中型ないし大型染色体に転座す

ることにより2｛数を減らすことも可静性として残るが、

分染法による検討ができない限り不明である。

　アシナシイモリ科ではトラアシナシイモリ属

Gθoヶツpθ乙θ8（2n＝38）とセーシヱルアシナシイモリ

属G1伽挑oがα（2n＝26）のように科内での染色体

数の変異が大きい。核型を比較してみると
Gθo杓P肋88θグαρ〃πオの核型（西アフリカ産；Sti－

ngo1974）には19対の相同染色体のうち7対の微小染

色体が含まれているのに対し，Grαπ励80π乏α6rωゴ8

などセーシェル産では核型の13対のうち微小染色体が1

対しかみられない。結局両者は、大型と中型の両腕型が

ともに12対から構成されており、染色体数の上での差は

微小染色体数の増減によるものであることがわかる。ま

たセーシェノレアシナシイモリ属でもG．伽ω68やG．

Zαmωαでは微小染色体が両腕型（M）であるのに対

し他の2種は単腕型（T）であることがNussbaum

and　Ducey（1988）により示されている。この違いは

一見小さいようであるが染色体腕数（FN＝fundamen－

tal　number）からみると、一方はFN＝54であるのに

対し他方はFN＝52の違いとなる。

　さらに彼らは同じセイシェル産のツチアシナシイモリ

属耳）ρogθoρ肋8やクーパーアシナシイモリ属

Prα8肋乞αの核型もきわめてよく類似していることを

示しており、隔離されたインド洋の島の中では属間です

ら核型の類似性が見られることは興味深い。

　進化型のミズアシナシイモリ科では2種は共に微小染

色体を欠いている点がこのグループの核型を特徴づける

ものであるが、　ミズアシナシイモリ　τツp〃oπ2αθ8

πψαπ8（2n＝28）とキュウバンアシナシイモリ

0肋んoπθ㎎碗π杭挑伽o伽肌（2n＝20）を比較して

みると両者の核型には類似性がない。まず大型染色体の

形態が異なっていること、すなわちミズァシナシイモリ

では2対の顕著な大きさのM型があり、核型のなかで

このような特徴的な染色体をもっ種がアシナシイモリ科、

ケララアシナシイモリ科、ヌメアシナシイモリ科にもみ

られるにもかかわらず同じ科内のキュウバンアシナシイ

モリには欠いている。さらにミズアシナシイモリでは核

武　司 9

型を構成する染色体は大きさから3群に分けられ全て両

腕型であるのに対し、キュウバンァシナシイモリでは大

型1対の丁型が含まれている点は大きな違いであると

言える。このような例は進化型のアシナシイモリでは特・

異的であり、恐らく動原体部位での逆位によりST型か

ら丁型への変化がおきたと考える方が動原体部の開裂に

より短腕が無くなったとみるより妥当であろう。

　これら各科を代表する核型を比較すると興味深い傾向

が見られる。第5図には代表的な3種の核型を模式図で

示した。

　原始的なキスジアシナシイモリやヌメアシナシイモリ

から進化型のアシナシイモリやミズアシナシイモリまで、

それぞれの核型の違いには段階的な傾向がみられる。原

始型では染色体数が多く、進化型では少ない。核型を構

成する染色体の形態についても、大きさと形の異なる染

色体が核型の中に混在し、かつ2ミクロン以下の微小染

色体を多数含んでいる不均一型（bimoda1）のグルー

プと、核型の個々の染色体形態が比較的似通ったサイズ

で大型の両腕型であり㍉微小染色体を含んでいない均一

型（unimoda1）のグループがある。

　これまでに得られた知見から、両生類における核型進

化が主として動原体部位での融合（Robertson1an

tranS1OCatiOn）によりおきること、すなわち染色体数

を減らす方向であること、原始未分化型の核型に多くみ

られる微小染色体をふくむ不均一型から少数の大型と中

翠の両腕型染色体のみの構成になる均一型へと収敷して

ゆくという考え（Morescalchi1970，’71，’73）は無

尾類や有尾類の研究結果から導かれたものであるが、現

在までの無足類の知見からだけでも㍉この考えに沿った

結果が得られていることは指摘しておきたい。

　しかし、核型以外の諸形質からみたアシナシイモリ類

の系統進化の程度と、染色体数の減少の度合いとは完全

に並行していると断定できるまでには研究がまだ行われ

ていない。ひとつには、染色体研究が未知のオアシナシ

イモリ科Rh1natremat1daeやアフリカアソナソイモ

リ科Sco1ecomorphidaeのような原始未分化のグルー

プについての研究が行われていないこと、各科の中に多

くの核学的知見の空白があることである。これらの空白

を埋めることがアシナシイモリ類の核型進化説を確かな

ものにする鍵となろう。
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